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製
品
分
類

開発環境 発行番号 TN-EML-093A Rev. 第１版

題
名

H8S/2678,2678R,2668, 2368, 2378用 E6000エ
ミュレータ使用上の注意事項

情報
分類

１． 仕様変更
２． ドキュメント訂正追加等
３． 使用上の注意事項
４． マスク変更
５． ライン変更

対象ロット等 有効期限適
用
製
品

HS2678REPI61H, 下記参照

関
連
資
料

H8Sシリーズ E6000エミュレータ
ADJ-702-269A 永年

　H8S/2678, 2678R, 2668, 2368 および 2378 シリーズ用 E6000 エミュレータ HS2678REPI61H において、以下

の制限事項がありますのでご注意願います。

いずれの制限事項も H8S/2368, H8S/2378 シリーズマイコンのエミュレーション時の制限事項で、H8S/2678,

H8S/2678R および H8S/2668 シリーズマイコンのエミュレーション時には問題となりません。

なお、修正を希望されるお客様におきましては担当日立営業までお問い合わせください。

記

　1.制限事項適用製品リビジョン（詳細につきましては次項以降参照してください）

項番 制限事項 対象ｴﾐｭﾚｰﾀﾘﾋﾞｼﾞｮﾝ 対象マイコン
(１) IIC バスインタフェース１ A H8S/2378,2368 ｼﾘｰｽﾞ
(２) ポート９ A H8S/2378 ｼﾘｰｽﾞ
(３) IIC バスインタフェース２ A,B H8S/2378,2368 ｼﾘｰｽﾞ

製品の REV は製品裏面のラベルに記載しております。下記に例を示します。

　　　 MOEL  HS2678REPI61H

　　　　　　　　　　　　　　　　SERIAL  No. XXXXA　　　　　　　　Rev.A

　　　　                                        DC 5V  5.0A

                                    HITACHI   MADE IN JAPAN



２. 制限事項

２－１　IICバスインタフェース１

① 停止条件発行時の制限事項

SCL を Low ドライブしてウェイトをかけるタイプのスレーブデバイスがある場合は、スレーブデバ

イスが SCL を開放した後に停止条件を発行してください。SCL の Low 期間に停止条件を発行する

と正しく停止条件が発行できません。

スレーブデバイスが
Lowドライブ

９ｸﾛｯｸ目

SCL

SDA

停止条件発行

スレーブデバイスが
SCLを開放

図２－１　　停止条件発行タイミング

② スレーブ送信自動切り替え時の制限時項

スレーブ送信時、ACKE ビット（アクノリッジビット判定選択）を１に設定するタイミングはスレ

ーブアドレスが一致した９クロック目の立ち下り以降にしてください。

SCL

SDA

９ｸﾛｯｸ目

スレーブ受信 スレーブ送信

ビット７ ビット６

ACKE

TDRE

ACKEに１を設定

図２－２　　ACKE設定タイミング



③ ACKBRビットの初期値

ICIERの ACKBRビット初期値 補足
デバイス仕様 0
エミュレータ仕様 1 本ビットはリード専用です。

④ IICバスステータスレジスタ(ICSR)クリア条件

TDRE, TEND, RDRFフラグのクリア条件が異なります。

デバイス仕様

ビット ビット名 クリア条件
７ TDRE ﾄﾗﾝｽﾐｯﾄﾃﾞｰﾀｴﾝﾌﾟﾃｨ
６ TEND ﾄﾗﾝｽﾐｯﾄｴﾝﾄﾞ

・ １の状態をﾘｰﾄﾞした後、０をﾗｲﾄしたとき
・ ICDRTへﾃﾞｰﾀをﾗｲﾄしたとき

５ RDRF ﾚｼｰﾌﾞﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀﾌﾙ ・ １の状態をﾘｰﾄﾞした後、０をﾗｲﾄしたとき
・ ICDRRをﾘｰﾄﾞしたとき

本エミュレータ仕様

ビット ビット名 クリア条件
７ TDRE ﾄﾗﾝｽﾐｯﾄﾃﾞｰﾀｴﾝﾌﾟﾃｨ
６ TEND ﾄﾗﾝｽﾐｯﾄｴﾝﾄﾞ
５ RDRF ﾚｼｰﾌﾞﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀﾌﾙ

１の状態をﾘｰﾄﾞした後、０をﾗｲﾄしたとき

２－２　PORT９レジスタ（H’FF58）

PORT9レジスタをリード
デバイス仕様 端子状態をリード
エミュレータ仕様 不定値をリード



２－３ IICバスインタフェース２

H8S/2378のハードウェアマニュアルに記載されているフローチャートでプログラムを作成した

場合、ＩＩＣバスフォーマットのマスタ送信モードで、送信データのMSB値が前値保持となる場合があり

ます。（図２－３参照）

  このような状態を避けるためには、図２のフローチャートに示すように、１バイト毎の送信とし、ICDRT

に送信データをライトする場合には、ICCR2 の SCLO をテストし、SCL が“Low”出力になったことを確認し

た後に行ってください。

図 2-3 送信データの MSB が前値保持となった場合のタイミング
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TDRE

1 2 8 9 1 2

bit6bit7 bit0 ACK bit7 bit6

MSB(bit7)が前値保持となる
場合がある。

ICDRTに
送信データライト

ICDRTに
送信データライト

BBSY=1、SCP=0
ライト
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図２.４マスタ送信モードのフローチャート例


